
「イオン下回 SCJ進出による潤辺商圏への影響

中野

1 .はじめに

わが国において、 1960年代後半から始まったスーパーマーケットの大型化は、 70年尺に入ると

地方小都市;こまで波及し、 90年代になり、ますます強化されている。また、近年モータリゼーショ

ンの進展や都市簿外地医への消費人口の流出主どにより、都市近郊ではなく、郊外地域への立地も

進行している。

も同様で、八戸市の[ラ 、下田町の「イオン下回SCJなど、その出自傾向は郊

タト型が主流とはっている。

本論文では、土北部下田町の fイオン下回SC の進出により、 -十和田・三沢などの局沼

高麗にどのような影響があったのかを、八戸商工会議所の調査をもとに、活費者・各高山街への影

響力の冨から分析することを目的とする。なお、研究対象地域は関1のとおりで£る。

来 ①は市の中心商!苫街を表す

図1 研究対象地域

1 周辺商圏の実態

1 )商関人口の推移

商間人口は、商業上の中心都市について、その影響下(購買率5%以上)にある市町村の行政人

口に当該購買率与を乗じた数植の合計で表されるc表1は、県内のま要詞圏の語翻人口の推移である。

ここでは、青森ー八戸・弘前への集中化が進んでいることが分かる。その中で、八戸市は、弘前市に

次ぐi奇麗人口を有している。また、十
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表1 禁内の商圏人口の推移
(単位:入、 015)

都市名 項弓 昭和田年 平成3年 63 手Ii支吉年 増減二本 6， 3 

!詩謀議内市町村数 3市8密T9村 3 ifj 12町10村

持議
行政人口 (A) 293，961 ー仏 295，297 : +0.メ勺

i司閣人口 (8) ヌ-1-7，295 -3.7t:;f ヌヰ氏、父タ災 +-1-.Y::r 

お/A 1.18 1.1潟

!寝室言内市町村数 3 rぢ11釘?村 51ぢ1-1-問J6村

5L.言主 行政人o(A) 177，5ユヱ 177、194 欄0.2<::( 178，3-1--1-: 十0.6<::(
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(8) 309，031 303，159 : 1.9% 383宅613: +26.6% 

話/A 1.7-1- 2.15 

高圏内市町村数 5 15111TJO村 5吊 1611fT 10村;

行政人口 (A) 243，654 244ユ10 今0.2()(.
----

商圏人口 (8) ヌ78，962 + 1.9与i 41O，Q-1-6 +6.4'!e 

8/A 1.56 1.68 

t 鶴望壁内市町村数 l市6おj・ブ村 J rfi 6限J6村'

(A) 51，557 50，131 2.8匂 -1-9，820 側0.6%

(8) 117，246 111，469 -4.9伝 103，6-1--1- -7 JVie 

日/A 2.21 ー守.-、uウ叫 2.08 

:趨題内市町村数 1rti5111T3村

ート和83。行政人口 。1，553 61，449 制0.2% 6乙129 +1.1% 

74、ブ69 21 +。‘8与f 8Q，l80 +8.6Q 

1.21 1.34 1.44 
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+0.7(10 I 81‘762 : +2.1% 

沢
46，843 斗0.481

+ 1. 7cIc 
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i
 -0.4% I 963.152 : +仏5C;{
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「青森賎銭醸実意調査報告書d より作成

合討 :詩画人口 (8)
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市は商圏人口の大幅な減少が進み、以前から見られた地域での二極化傾向が明確になってきた。

また、行政人口に対する 4商闇人口の比率をみると、八戸や十和田で、は順調な持びを示し、題辺市

町村の依存度を高めているが、三沢で:ま低下しており、商業的求心力が誠返していることが分かる。

以上のことから、八戸では商圏人口は着実に増加しており、集客力の高さがうかがえるc しかし、

三沢では、反対に減少額向にあり、両市における商業の地域的二極化がみられる。なおイ和田

購買力の集中北がみられるものの、八戸と比較すると高圏人口は半数以‘下であることから、郊外明

大型自の進出により集客力の大堀な砥下が予想されるの
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2)高圏内シェアの状況

高習は一定の地理的誌がりを持っと同時に、特有の性質や強弱を有する。これらの分新には、市

場主荷率を把握するのが最も脊効である。ここでは、平成6(1994)年に行われた青森県商工会連

合会の調蚕をもとに、「紳士・婦人・子供服」の買物購買率を用い、第1次調鋼(購買率50%J主上)、

2次商圏 (30""'49.9 %)、第3次樹園 (10'"29.9 %)、第4次商麗 (5-な9%)を定め、

これに各市町村を位置付けて商閣を設定する。以下、各商圏について考J察してし1くG

@八戸高閤

八戸高圏は、三八・上十三地方から岩手県北にかけての31市明村で講成されてし唱。このうち第

1次損圏が過半数を占めている。しかし、そのほとんどが三八地方に集中している。上十三地方の

市町村は、大部分が第3次・第4次商圏であり、高業的依存震は低い。したがって「下回SCJの

影響は、上ト三地方の活費者の購買力の器下という形で表れるものと，目、われる。

②十和田高麗

ナ和田商圏の範毘は、上十三地方を中心として13市町村に及んで、いる。こむうち、第1次・第2

次i産j闘は、十和田市周辺部とそれ以北の町村で講成されている O

現在十和田市局辺では、大型屈の出自競争が激化している。そのため、今後は高額の弱体化が進

むものと思われる。

@三;民高圏

三沢高囲は、三沢市とその近隣の6閉I村で構成されている。三沢両韻l立、三沢i苦から

50%を害1]り込み、単独高圏ではなくなった。また、その他全ての町村も、八戸・ i't日間との競合関

係にあり、三沢市への高業的依存度は低下しつつ£る。

世 「イオン下田SCJの進出に伴う各地商問街への影響

竹 下イオン下回SCJの概要

平成7(1995)年4月、上北郡下回時中野平地区に「イオン下回SCJが開業した。 187，405rrf 

の敷地に、延E表面積49，470rrfの建物、さらに4，000台の註車場の確保と、盟内最大級のSCであ

る。ジャスコ下回屈とメガマ…ト下回吉を核!古識に、約100の専門吉やレストラン街、ポウザング

場、遊園地、その抱コミュニティ描設を機能的に集積させている。 SC周辺では、スポーツ自が隣

接地に大型自舗を出告させるなど、活発な動きがみられる。また、百貨百の入居による増床討画案

が出されており、題辺商!吉指に新たな波紋を引き起こしている。

2)各地商庖詰・消費者への影響

①開庖iこ伴う各地高庖傍での貨物損衰の変化

図2は、 「下田SCJ開!古に伴う、各地高田街での買物頻農の変化号表したもので、ある会全域で

は8割が「変イヒなしJと回答している O しかし、 子減少Jと回答した人の割合も多いG また、

加Jと回答した人はほとんどなく、地比高岳街の活力のなさが明らかになったs
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②隣庖後の売上の変化

国3は、 「下回SむJ関!苫後の各地高!苫街の売上の変化を表したものであるO 全域では、

なしJ と自答した事業者が約半数である。次いで売上減少が4割、増加はわずかであり、持地商!主

詣への影響は大きい。

号 20 40 60 HU 100完 (単位:%) 

八戸

十和田

三沢

議義違華全体

Eコ・.広:J m!置

変北主主し減少した増加した無回答

八戸商工会議所 (1996) rイオン下回SC彰響調査報告書Jよち作成
禄調査地域全体とは八戸市・十和田市・三沢市・三戸郡・右手県北の
各市宮I村(上北郡下由町・百石町を除く)のことであるc以下出

図2 下呂sc開j町議の各務i高街での質物頻護の変化

20 40 60 80 100覧(単位:%) 

八戸

十和田

三沢

襲査車載全体

亡ご3 ・. 0 窓5t c3 
lO克以上揖 5-10%擁護手響なし 5-10%場 10%以上増

思3 下回sc開h5後ぬ売上の装化

地域別では、 3市共に売上減少の割合が全域と比較し '0特に、田と 売上減

少を感じている事業者が半数前後の割合を吊している。八戸でも売上減少の割合は高いものの、増

加を感じている事業者もいる。商業譲擦が強力なだけ、{岳地域よりは「下回SCJの影響が少ない

ものと患われる。

$歩行者通行量の変化

八戸市中心商問街の歩行者通行:墳は平成元年以来5年連続で減少していたが、 一下回SC が関

40 



屈した平成7 した。しかし、 はi者業機能の大幅強仕は望まれず、

この回復は一時的であると思われ

20 40 60 ~ 80 100 % : %) 

八戸

十和田

三沢

議議属議全捧

Cコ 細目 CJ 館g韓 正3 EmlI 
多くなる情じ 随sc湖えるおは槙参ず肝細Eよる 無関答
国ヰ 今後の各商J吉番号iこおける買物自数の変化

20 40 60 80 100 % (単位:%) 

八戸

十和詔

三沢

轟査械金捧

仁コ 頭副 [3l 箆図 Eヨ
10%鼠上話 5......1D%減影響なし 5......10%増 10克以上増

国5 今後の売上の予想

IV.今後の展望

1 )消費者・各地商J高街の動向

号今後の番地問活衝における買物回数の変化

図4は、持来的にみた各地高自信での買物回数の変化を表している。ここでは一地元が多くなるJ

と出した人ははとんどいなし」また、関2で8割の入が f変化なし」と回答したが、 一今後jに

ついて f変化なし」と屈答した人の割合は半数近くにまで落ちている。

地域的にみると、八戸では「地元が多くなるjまた泣「同じJと臣答した人の割合は約8

田SCJ開居後も、地元商自街への依存は依然高いものと予想される。しかし、十和田や三沢

では大きく落ち込んでおり、 f下田SC の存在は地元商!苫街にとってまさに詩薮となっている。
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②今後の売上の予想

図5は、今後の売上の予想、を示したものである。全域では「影響なし」の割合が約半数を占めて

いるが、増加はほとんどなく、多くの事業者が減少すると予想している O これは実際の売上の変化

とほぼ同様である(図3)0 

地域的にみると、八戸で、は 15--10%減」の割合が高いのに対して、十和1旧や三沢では 110%以

上減」の割合が高い。十和田・三沢の商庖街の方が「下回 SCJの影響力をより深刻に受けとめて

いることが分かる。

2)各地商庖街の対応

各地商庖街が「下回SCJへの対抗上必要な事業展開は、 「現状維持」が最も多く、以下「品揃

えの充実」、 「価格の引き下げ」などがある。また、八戸市商庖街で、は、電線地中化や街路整備な

ど、ハード面での対策を進めている。

v.おわりに

これまで述べてきたことをまとめると、以下のように要約される。

①「下回SCJ開庖後も、各地商庖街で買物頻度に大きな変化はなかった。しかし、将来的には3

市全てで消費者の流出が予想される。

②「下回 SCJ開庖後の各地商庖街の売土の変化をみると、 3市共に減少の割合が高い。特に、下

位都市ほどその傾向が強く、今後もさらなる売上減少が予想される O

③各地商庖街の「下回SCJへの対抗策として、 「品揃えの充実」や「価格の引き下げーなどがあ

る。しかし、主に「現状維持」としているのが実状である。

これらの結呆、 「下回 SCJを核とする新興商圏の影響力の強さと、十和田や三沢などの商圏人

口の減少が明らかになった。一方、八戸市の商庖街にとっても、上十三地方からの消費者がド田で

せき止められたことで、商圏人口の減少が浮き彫りとなった。

本論文を作成するにあたり、快く資料等を提供して下さった八戸市役所商工課、八戸商工会議所

の方々、さらに日頃から御指導頂いている水野裕先生、後藤雄二先生に厚く御礼申し上げます。
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